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春
は
あ
け
ぼ
の
、
夏
は
よ
る
、
秋
は
夕
暮
、
冬
は
つ
と
め
て
と
は
、
知
ら
ぬ
人
無
き
清
少
納
言
の
枕
草
子

冒
頭
の
一
節
に
現
は
る
ゝ
四
季
の
趣
を
表
す
時
刻
と
て
、
日
本
に
住
む
誰
も
が
持
つ
四
季
の
移
り
變
り
に

對
す
る
感
懷
に
て
あ
り
き
。 

然
る
に
コ
ロ
ナ
に
明
け
暮
れ
た
る
今
年
先
づ
春
は
、
櫻
の
開
化
早
く
、
且

つ
早
々
と
散
り
畢
ん
ぬ
。
花
見
客
の
罹
患
少
か
れ
と
の
神
の
思
召
し
を
感
ず
る
人
も
多
か
る
べ
し
。
然
れ

ど
六
月
入
梅
と
な
る
や
早
く
も
夏
空
、
連
日
猛
暑
續
く
。
こ
の
夏
は
如
何
に
と
案
ず
る
内
に
七
月
以
降
日

本
各
地
に
て
大
雨
頻
り
と
な
り
、
川
の
氾
濫
、
土
石
流
に
よ
る
家
屋
の
損
失
な
ど
災
害
頻
發
す
。
八
月
は

猛
暑
日
意
外
に
少
く
、
九
月
に
入
る
や
殘
暑
も
秋
晴
れ
も
少
く
、
朝
夕
は
寒
さ
を
覺
ゆ
る
ほ
ど
な
り
。 

か
ゝ
る
異
常
氣
象
は
今
年
限
り
な
り
や
、
將
た
又
地
球
温
暖
化
の
結
果
な
り
や
判
然
と
せ
ざ
る
も
、
此

ま
で
の
氣
候
變
化
を
通
觀
す
る
に
、
問
題
の
發
端
は
三
月
頃
よ
り
始
り
て
六
月
の
猛
暑
に
至
る
暖
冬
な
ら

ず
や
。
果
し
て
七
月
以
降
太
平
洋
の
海
水
温
上
昇
著
く
、
大
氣
中
へ
の
水
分
増
加
せ
る
に
や
、
兔
角
雲
は

廣
く
且
つ
厚
く
、
陽
を
仰
ぐ
少
く
て
、
寧
ろ
夏
の
暑
さ
な
か
り
き
。
來
年
も
同
樣
な
ら
ば
事
態
は
深
刻
と

言
は
ざ
る
を
得
ず
。 

 

一
方
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
七
月
以
降
急
増
す
。
不
思
議
な
る
は
、
そ
れ
ま
で
感
染
者
の
主
體
を
占
め
ゐ
た

る
高
齡
者
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
激
減
せ
る
に
、
感
染
者
總
數
は
却
り
て
激
増
す
。
そ
の
主
體
は
幼
童

を
含
む
中
高
年
齡
者
層
と
云
々
。
こ
の
趨
勢
八
月
中
も
續
き
、
病
牀
逼
迫
の
事
態
と
な
る
。 

 

最
近
の
流
行
語
た
る
科
學
的
エ
ビ
デ
ン
ス
と
て
、
デ
ー
タ
的
に
は
稀
に
見
る
明
確
な
る
事
態
の
急
變
な

れ
ば
、
國
の
科
學
者
を
總
動
員
し
て
、
こ
の
事
象
を
徹
底
解
明
す
べ
き
に
、
何
故
か
原
因
は
新
型
デ
ル
タ

株
と
推
定
し
て
そ
の
後
の
進
展
は
見
ら
れ
ず
。
な
ら
ば
、
何
故
高
齡
者
の
感
染
少
な
き
や
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
高
き
故
な
り
と
せ
ば
、
中
高
年
、
弱
年
齡
層
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
も
感
染
多
き
理
由
や
如
何
。
恐

ら
く
風
評
の
擴
大
を
恐
れ
、
樣
々
の
假
説
を
逐
一
檢
證
中
は
沈
默
す
ら
む
。 



 
思
ひ
出
す
戰
後
間
も
な
く
、
戰
時
中
の
情
報
統
制
の
反
省
と
て
、
新
聞
各
社
は
識
者
各
々
の
意
見
を
掲

載
せ
む
と
す
。
さ
れ
ど
讀
者
か
ら
の
反
應
は
結
論
が
判
ら
ず
、
迷
ふ
の
み
と
て
、
結
局
自
社
及
び
自
社
の

意
見
に
同
調
の
見
解
の
み
掲
載
す
る
に
至
れ
り
と
ぞ
。
能
く
知
る
な
け
れ
ど
、S

N
S

と
稱
す
る
媒
體
に
て

は
不
特
定
多
數
の
意
見
の
公
表
を
受
附
け
、
一
部
ワ
ク
チ
ン
風
評
な
ど
あ
る
も
、
自
由
に
討
論
が
可
能
と

の
こ
と
な
り
。
風
評
を
恐
れ
ざ
る
も
一
計
に
非
ず
や
。 

 

更
に
深
刻
の
問
題
あ
り
。
コ
ロ
ナ
問
題
の
初
期
、
近
所
の
藥
局
の
前
を
通
る
度
、「
本
日
の
マ
ス
ク
販

賣
終
了
」
の
貼
紙
あ
り
。
即
ち
マ
ス
ク
を
國
産
に
て
十
分
の
供
給
し
得
ざ
り
き
。
か
の
惡
評
高
か
り
け
る

「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」
も
兔
に
角
全
國
民
に
一
律
に
マ
ス
ク
最
低
一
枚
を
配
布
せ
ず
は
あ
ら
じ
と
の
苦
肉
の

策
に
非
ず
や
。
原
發
等
も
い
ざ
稼
働
さ
せ
ね
ば
と
て
果
し
て
外
國
の
援
助
な
し
に
可
能
な
り
や
。
今
や
國

家
の
安
全
を
擔
保
す
る
自
前
の
重
要
技
術
に
て
の
意
外
な
る
空
洞
化
こ
そ
監
視
す
べ
け
れ
。
更
に
氣
候
變

動
に
て
四
季
折
々
の
景
觀
變
化
に
感
覺
を
研
ぎ
澄
ま
す
風
習
が
消
滅
せ
ば
、
日
本
人
の
文
化
的
感
受
性
を

鈍
化
せ
し
め
、
惹
い
て
世
界
の
人
々
に
伍
し
て
歩
む
能
は
ざ
る
に
至
る
べ
し
。 

本
稿
完
成
直
前
、
デ
ル
タ
株
に
よ
る
感
染
に
就
き
、
ワ
ク
チ
ン
の
效
果
明
ら
か
と
の
研
究
發
表
あ
り
。 

（
令
和
三
年
九
月
二
十
九
日
受
附
） 

 


